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どうなっているのかと聞かれることが度々あった。そのような時には、新聞やテレビを通じて知る被災地の甚大な被害の様子と 筆者の暮らす千葉での放射能被害に対する緊張感を簡単に話す程度であった。そして、徐々に復興しつつあるという明るい希望で話を締めくくっていた。しかし、現地を訪れて目にした景色は認識をま たく改めさせられるものであった。事態の深刻さはメディア よ 切り取られた画像や映像だけでは伝わりきっていなかったのである。この自分の目で見た震災の被災状況をより鮮明に記憶 刻み込むことで、日本だけでな 世界各地で起こ うる今後震災への備えの必要性を再認識し、そして訴え続けことが必要であると痛切に感じた。　
直接的には被害を受けていない地域の人々も、これ
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面に広がっていた。ここには依然とし 海水が溜まっているのがは きりとわかった。ま 、津波がもたらしたがれき撤去 おおむね終わ ているのだが、波によって流さ てきたものがまだあち ちに残っていた。さらに、まだ土砂 一メートル以上積もっている場所もあるといわ おり、このような土地が海岸から三〜四キロ内陸の高台にある高速道路までず と広がっていた。　
私達はまず若林区荒浜の海岸で車を降りた。ここに
はもともと海水浴場が り、その近くには民宿などがいくつ あったのだが、それらは土台だけを残し 何もなくなっていた。それというのも、倒壊した家屋の撤去は自治体が無料で実施してくれたのだ 、基礎部分については無料撤去の対象外であった め 。太い防風林が途中から折れ る様子は、波の凄まじい威力を見せ付けていた。海岸に出て砂浜に立つと、波音に吸い込まれるように波に見入ってしまった。波の打ち寄せる光景はいつも見 る波と何ら変わらないはずなのだが、同じよう 見る事 できなか 。そして、遠くまで続く砂浜のその先でも、ここ 同様の光景が続いているのだと思うと心が痛くなった。　
仙台市から石巻市、南三陸町、気仙沼市、陸前高田
町へと進む中で、市街地を中心に津波 被害を受けた地域はどこでも、土台だけを残してあと な ない
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